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　現状分析の為のデータとして、NHK 放送文化研究所が 2012 年に行った、『「結婚」や「家
事分担」に関する 男女の意識の違い－ ISSP 国際比較調査 ( 家庭と男女の役割 )・日本の結果
から－』（注1）と 2010 年に行った、『日本人の生活時間・2010』（注2）、そして JGSS の調査結












• 調査時期：2012 年 11 月 24 日～ 12 月 2 日
• 調査方法：配布回収法
• 調査対象：全国の 16 歳以上の男女





























•調査対象日：第１回 2010 年 10 月 14 日（木）、15日（金）
第２回 2010 年 10 月 16 日（土）、17日（日）
第３回 2010 年 10 月 18 日（月）、19日（火）
第４回 2010 年 10 月 23 日（土）、24日（日）
•調 査 方 法：配付回収法によるプリコード方式（15分刻みの時刻目盛り日記式）
•調 査 対 象：全国 10歳以上の国民
•調 査 相 手：住民基本台帳から層化無作為２段抽出

















日 99％、土曜 99％、日曜 97％、女有職者については平日 88％、土曜 90％、日曜 90％、成
人男性について平日 41％、土曜 51％、日曜 56％が何らかの家事を行っていた。男性の行為
者率は年々増加しているが、女有職者と比較しても極めて少ないことが分かる。
2-2.　ＪＧＳＳの調査から
　JGSS-2008 の調査は、対象者が 4220 人、男性 47.1%、女性 52.9%、年齢層は 20 代から



























F F F F F F F
45九 州 女 子 大 学 紀 要 第52 巻1号
表 5　離職年齢（単位％）
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　マンション販売サイトから、東京 23 区内の山手線の外側で販売中の家族向け間取り 30 戸
を無作為に抽出し、その間取りをトレースして内容の比較を行なった。間取りの専有面積は
最小 67.00 ㎡、最大 95.68 ㎡で、平均床面積は 77.12 ㎡である。間取りの形式はいわゆる




た。30 戸の間取りの中で、台所空間だけを明確に区切って抽出できた計画は 26 戸あり、そ
の内訳は表 7 の通りである。






　台所の広さは約 3.1 畳から約 4.2 畳までに集約されているが、そのほとんどが 3.3 畳の周囲
に集中し、平均面積は 3.40 畳であった。キッチンセットの種類は、Ｌ型が 1 戸、Ｕ型が 2 戸
以外の 23 戸が直線型で、その 100％がペニンシュラ型の対面キッチンスタイルであった。直
線型キッチンセットの奥行きは 65cm、長さは 2.4m から 2.7m まであり、平均値は 2.51m。
シンクは端部から 15cm か 30cm のいずれか、ガスコンロは全て端部から 15cm の位置に配
置されていた。作業スペースは、キッチンセットと背後の壁、柱（ＰＳ）、冷蔵庫（65cm ×
65cm と仮定）のいずれかの内で最も狭い部分で測定し、その平均値は 86.1cm であった。断





食堂の面積は約 11.00 畳から約 14.5 畳の範囲にあった。平均面積は 12,7 畳であるが、全体
の 72％のプランが、12.9 畳までに納まっていた。居間食堂の面積は、住戸面積が 83㎡程度
まではほとんど変化しないで平均値の前後に合ったが、83㎡を超えたプランでは多少変化が








































る。それによると、調理台の高さは 80cm から 90cm とあり、作業幅の寸法は、95cm から
120cmと読み取る事ができる。この寸法は、「作業している人の後ろを他の人が通り抜ける」（注
11）という前提から定義されており、作業に 35cm必要で、通り抜けに 60cm必要なので 95cm
という数字が出て来ている。また、120cmでは、「一人で作業するには離れすぎる」（注12）との
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トの幅は 281cm で平均値の 250cm より 31cm広がっている。但し、資料集成の基準ではコ
ンロの横の空きは 0cmになっているが、ここでは一般販売されているシステムキッチンの最





















































































注 1） NHK 放送文化研究所　2013 年発表資料より　社会や政治に関する世論調査から
注 2） NHK 放送文化研究所　2011 年発表資料より　生活時間調査に関する世論調査から
注 3） 日本版総合的社会調査 (JGSS; Japanese General Social Surveys) 大阪商業大学が実施
する、総合的社会調査
注 4） 総務省統計局　2002 ～ 2012 年発表資料より　労働力調査（基本集計）　夫の就業





注 6） 厚生労働省　平成 23 年人口動態統計月報年計（概数）の概況：結果の概要による
注 7） 国土交通省　2009 年発表資料より　販売マンションの平均床面積から
注 8） 経済産業省　2010 年発表資料より　40 代男性の平均的腹囲　85.4cm から引用




注 11） コンパクト建築設計資料集成「住居」　p.150 及び p.152　より
注 12） コンパクト建築設計資料集成「住居」　p.152 の解説に「平行型の台同士のあき寸法
は 120cm 程度でないと２人が背中合わせの作業ができず、1 人で使うには離れすぎ
ることになるので注意が必要である」とある
注 13） ガス機器の設置基準では 80cm 以上とされており、建築基準法第 20 条の 3 第 2 項に
より１m 以内とされている




Module of housework space for contemporary town houses
— Study of house planning for housework to share equally —
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Abstract
　Many study and proposal for several environment of around women, for example the actions 
for women’s advance into society by government, have been published.　Culture and social 
environment; gender social backgrounds, working rules, marriage, child rearing and cultural 
background, of appanage and historical environment have been studied mainly.
　But it has not been studied that recent house planning is ﬁ t for housework when men work 
instead of women. The dimensions and module of a contemporary houses made by various 
human engineering have been formed as house-works in home are done for women. Human 
engineering made by men’s body must be arranged diﬀ erent instead of women’s.
　The aim of this study is to clear the reality of housework sharing and to reconﬁ rm module of 
housework space weather or not to be ﬁ t for contemporary town house plan which plan is pick 
up for average house plan.
Key words： house working space, house planning, gender, 
double income, house working share
